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都市公園の歴史社会学にむけて
─歴史資料を渉猟し、計算し、読解する─

前田 一歩
（コミュニティ政策学科教員）

Ⅰ．都市公園史という研究対象
　近代日本の都市に生きるわれわれにとって、都市公園を利用することはありふれ
た、日常的な経験である。都市公園（以下、公園と表記）は余暇・教育・福祉・
緑地保全・防災など、さまざまな用途で利用される多義的な空間として存在し、
われわれは、意識しないあいだにもその利益を享受している。
　そして、このような多義性があるがゆえに、公園の管理と利用には、ときとし
て葛藤や問題が生じることがある。近代日本の公園は、互いに矛盾するような価
値や機能を含み込む形で、存在してきたからである。たとえば、都市のシンボル
としての公園像や、児童の遊び場としての公園像、近隣住民の集いの場となる公
園像、社会運動の場としての公園像、そして野宿者を受け入れ、支援の場とする
公園像は、状況によっては互いに対立することがありえる。
　社会科学の立場から、公園管理・公園利用上の問題解決に資する公園研究を構想
するためには、 こんにちの公園に付与された多様な役割が、 歴史的にいかに形成
されたのかについての議論を深めることが不可欠である。すなわち、 日本の公園の
歴史的特殊性を把握したうえで、 公園管理と利用に際して生じる葛藤を理解し、 そ
の解決策を議論することが、社会科学の役割として存在しているのではないか。

Ⅱ．既存研究の状況とこれまでの研究の位置づけ
　公園の多義性が歴史的にいかに形成されたのかについては、領域横断的に議論
が進められてきた。そのなかでも、都市計画、建築、そして造園史の分野の諸研
究によって、都市公園についての歴史的な研究が積み重ねられている。筆者はこ
れらの研究を、おおきく公園計画・設計の内容とその背景を論じる「計画史研究」
と、日本社会に公園が受容され、定着する様相をさぐる「公園の生活史研究」に
分類することで、自身の研究の立ち位置を定めようとしてきた。
　「計画史研究」に分類される諸研究は、明治期に既存のオープンスペースを公園
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として制度化することにはじまり、明治後期・大正期以降本格化する日本の公園
整備にかんする基礎的な史実（丸山 1994; 白幡 1995）や、造園空間としての目的
と特徴、造園技術、管理制度についての研究（小野 2003; 申 2004）が積み重ねら
れてきた。そのなかで、日本の公園には、都市の近代化・西洋化、国威発揚、公
衆衛生の補完、といった目的が存在することが明らかにされてきた。しかし、計
画資料や公文書を分析対象にする「計画史研究」には、その研究の主たる目的の
相違から、設置・管理主体の意図通りにはいかない公園利用・受容の様相を十分
に捉えきれないという課題がある。
　一方で「公園の生活史研究」に分類される諸研究は、新聞雑誌や文芸作品にお
ける公園表象や、フィールドワークにもとづく公園の管理・利用の様相を研究対
象としてきた（進士・吉田 1989; 進士 2011; 石川 2018）。これらの研究は、必ず
しも計画者の意図通りにならない公園利用・受容の様相を描写しようとする点で

「計画史研究」の間隙を補っているようである。それでも「公園の生活史研究」も
また、公園管理主体が、計画時点では予期されなかった利用上の問題に直面する
なかで、その管理方針を変化させる過程、すなわち管理と利用の往還関係を描き
出すにはいたっていない。
　そこで筆者はこれまで、計画・管理思想を論じる「計画史研究」と、ときとし
て設置・管理主体にとって意図しない方法で利用されうる公園の様相を探る「公
園の生活史研究」を架橋しつつ、発展的に継承するために「社会問題史としての
都市公園史」を構想し、実証的な研究を進めてきた。

Ⅲ．「社会問題史としての都市公園史」を構想する：三つの方向性
　筆者が構想する「社会問題史としての都市公園史」は 3 つの方向性から成り立
つ。本節ではそれぞれについて提示する。

１．「管理の失敗」への注目
　まずは、「社会問題史としての都市公園史」の視座としての「管理の失敗」につ
いてである。この視座の土台には、おもに社会学・社会史の分野で展開されてき
た、都市空間に存在する既存の秩序が揺らぐシーンに注目をすることで、人びと
が、都市空間に対して与えた意味づけや、その意味の変遷を跡づけようとする研
究が存在する（吉見 1987; 中筋 2005）。
　この視座を引き継いだ成果の一例として、前田（2019）では、新設された公園
に利用者があふれて機能不全となった、混雑問題をめぐる言説にあらわれる「ふ
さわしい利用者像」を検討した。これは既存の秩序が揺らぐ、管理が失敗した瞬
間に注目をすることで、かえって公園に強固に存在する規範やルールを浮き彫り
にするための研究方針である。また管理の失敗に注目することは、利用によって



174

生じた問題への対処として、行政が公園の管理方針を変化させる一連の過程を跡
づけることでもあり、管理と利用の往還関係を捉えることにもつながる。

２．計量テキスト分析の応用
　それでは、「管理の失敗」に注目する「社会問題史としての都市公園史」は、い
かなるシーンに注目をすれば良いのだろうか。第 2 に、膨大な量のテキストデー
タから、意味を切り出す計量テキスト分析の手法が活用される。
　前田（2021a）では、大量のテキストデータを機械学習的に分類することで、公
園が新聞記事上にあらわれるトピックには、いかなるものが存在し、それはいか
に変遷してきたのかを検討した。関連して、前田（2021b）でも、新聞データベー
スを使用することで、1870年代から1970年代まで、東京の代表的な公園に言及す
る約27,000件の新聞記事見出し（約347,000語）を収集し、その内容を可視化する
ことで「社会問題史としての都市公園史」の指針とすることを目的とした。
　計量テキスト分析の代表的な可視化の手法である「共起ネットワーク」を描画
した結果が図1である。可視化の結果、①公的イベント、②施設・設備、③天皇・

図 1　都市公園に言及する新聞記事の共起ネットワーク
（前田 2021b）
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皇族、④行楽、⑤社会運動、⑥事件・犯罪の話題が存在することが示唆された。
この分析結果には、新聞というメディアの啓蒙性や、事件報道・ゴシップ指向を
考慮してもなお、公園管理・利用上の主要な関心が網羅的に提示されていると考
えられ、「社会問題史としての都市公園史」は、この点に注目することで議論を展
開することが提起された（前田 2021b: 57）。

３．社会調査史へのアプローチ
　第3に「社会問題史としての都市公園史」には、過去の調査実践を掘り起こし、
読み解こうとする、社会調査史や計量歴史社会学の研究に連なる方向性を持つ。
社会調査史を読み解く実践が目指すことは、「社会調査の歴史を自らの探究の方法
として使いこなす」（佐藤 2011: 4）ことであり、それはつまり「かつて他者の役に
立った『方法』をめぐる考察を深め、新たな発見と認識と追体験の扉を開く」（佐
藤 2011: 6）ことである。
　過去の統計データを、その調査の成立背景に目配せしながら扱う事例研究は、
歴史社会学（渡邊 2020）や、政治史・経済史の分野（安中 2023）でひろく試み
られており、さらには、歴史的な調査データをデジタル・アーカイブ化すること
で、統計分析を行う可能性を多くの研究者に開く試みもなされている。例えば相
澤真一や渡邉大輔らの研究（相澤・小山・鄭 2013 ; 渡邉ほか 2019）は、紙媒体の
調査票を撮影し、デジタル化し、そのうえで表計算ソフトウェアに入力すること
を通してデータ化している。これらの実践は、発掘した調査資料からデータセッ
トを作成し、調査実施当時は存在しなかった現代的手法で分析しているという意
味で先駆的である。
　こうした研究動向のなかで、筆者は 2 つの観点から公園をめぐる調査史に注目
をしてきた。それは、①住居を失った失業者・被災者への調査、そして②児童福
祉事業と関連する調査である。これらは行政主体を中心に実施されることもあれ
ば、社会学や社会福祉学、教育学等の研究者によって実施されることもあった。
　そのなかでも、東京市社会局によって実施された一連の調査実践は、分厚く広
範にわたるため重要である。野宿者にかんするテーマに限定しても、1920 年から
1938年までのあいだに「浮浪者調査」「野宿者調査」「無宿者調査」が8回実施され
ている。そのうち 1931 年 8 月に実施されたものは「浅草公園を中心とする無宿者
の調査」と題され、公園が調査の焦点とされている。こうした調査は、戦後恐慌

（1920）、震災恐慌（1923）、金融恐慌（1927）、昭和恐慌（1930-31）と続いた不況
による失業と関連づけられ、社会政策的な実践を導くものであった。
　また戦後には、東京大学社会科学研究所によって「上野・浅草浮浪者調査」

（1948）、「都内壕舎生活者調査」（1950）、「日雇労働者 職歴・生活歴調査」（1951）
などの量的社会調査が実施され、住居を失った原因、失業・罹災の詳細、家族構
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成、現在の職業、戦前・戦中の
職業、出身階層・生家の職業、
現在の暮らしぶり（収入、食事、
家財）についての回答と調査員
による観察記録が存在している

（労働問題研究会編 1970）。
　児童福祉事業についても、
1920 年代以降、社会全体の児
童福祉への関心の高まりと呼応
して、児童公園の設置が進めら
れた。そのなかでは、当時の行
政主体と教育者によって児童の

「不良少年」化への警戒が、児
童公園の整備を押し進めたと言
われている（末田 1942）。東京市社会局の調査においても 1922 年 4 月の「不良少
年に関する調査」を筆頭に、児童の感化事業・保護事業を前提にした調査が複数
回実施され、家出少年が滞留し、「不良少年」化する場所として公園を調査地とす
る例が散見される（東京府 1920: 52-53）。
　図2に示したのは （当時、 逓信省の） 簡易保険局が実施した 「児童遊園ニ関スル
調査」 である。調査結果の一例として、 年齢別の児童来園状況および、「女子子守」 
の人数が公園ごとに集計されており、利用実態をよくあらわしている。筆者の研
究では、上記のような調査資料をデジタル化し、たとえば当時の児童数や小学校
の整備状況といった、他の公的統計と掛け合わせて分析することが可能である。

Ⅳ．おわりに、今後の展望
　これまで本稿で述べてきたように、筆者は「社会問題史としての都市公園史」
を構想するべく、公園の管理が失敗した事例に注目してきた。それは本稿で示し
た例でいうと、公園が野宿者の居場所となることや、児童福祉の向上のために整
備した公園が、かえって「不良少年」を育てる場所となってしまったことなどで
ある。こうした公園のなかで表出する社会問題は、のちに公園の設計や管理方針
に変化を迫るのである。
　このように、計画資料を読み解き、利用実態を示すテクストを渉猟するだけで
は、必ずしも明らかにならない、公園の管理と利用の往還関係を明らかにする方
針として「社会問題史としての都市公園史」が存在するのである。
　さいごに今後の展望を述べたい。「社会問題史としての都市公園史」の論拠とし
て用いることのできる社会調査実践は、量的調査にとどまらない。たとえば今和

図 2　�「児童遊園ニ関スル調査」の表紙（左）と 
「年齢別児童来園状況」集計表（右）

（簡易保険局 1931）
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次郎は、参与観察法を発展させ、独自の「考現学」という研究領域を開拓した。
図 3 は井の頭公園で発生した自殺が、園内のどの場所で、どのような様子で発見
されたのかをマッピングしたものである（今 1930）。前3-2項の図1にも示される
ように「自殺」は都市公園の管理上の主要なトピックとして存在しており、こう
した「社会地図」的な技法を読み解き「二次分析」することを、今後の研究課題
として紹介したい。
　社会調査の実践を歴史的資料として読むことは、これまでの都市公園史研究が
論拠としてきた、計画資料や管理者の言説、そして利用実態を示す諸テクストを
立体的に読み解くための新しい道具となりうるだろう。
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